
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上の機密情報データをスクラッチ隠蔽層で隠蔽するスクラッチ隠蔽層付情報媒体の
製造方法であって、前記基材上に画線部と非画線部でなる易剥離層を形成し、該画線部上
と非画線部に相当する基材上にスクラッチ隠蔽層を施し、スクラッチオフで掻き落とされ
ない前記基材上のスクラッチ隠蔽層を機密情報データと

ることを特徴とするスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法。
【請求項２】
　

成され ことを特徴とする請求項１記載のスクラッチ隠蔽層付
情報媒体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、抽選券やゲームカード等の如く機密情報データをスクラッチ隠蔽層で隠蔽して
あるスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法に関するものであり、さらに詳しくは、スク
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し、前記スクラッチ隠蔽層の形成
は、少なくともスチレンアクリル系樹脂および／またはウレタン系樹脂を、隠蔽性とスク
ラッチ性を付与するためのアルミニウムペーストと着色顔料のバインダーとし、これらを
水と低級アルコールに分散させた印刷インキを用いて、グラビア印刷方式、樹脂凸版の凸
部のインキを転移するロールコート方式もしくはアニロックスロールを介して印刷するフ
レキソ印刷方式で成され

前記易剥離層の形成は、オフセットインキのビヒクルに滑材を添加した剥離ニスを用い
て、オフセット印刷方式で る



ラッチ隠蔽層をコイン等でスクラッチオフ（引っ掻き落とし）して機密情報データを認識
できるようにしたスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば、インスタント抽選券やゲーム用のカードなどにおいて、「当たり」、「外
れ」あるいはそれに該当する絵柄などの機密情報データを隠蔽するために、隠蔽性とスク
ラッチ性（引っ掻き易さ性）を有するインキ層でその機密情報データを隠蔽し、例えば購
入した顧客がその使用に際し、コイン等でスクラッチオフして上記のような機密情報デー
タを視認でるようにしてあるスクラッチ印刷物が知られ、種々の分野で広く利用されてい
る。
【０００３】
上記のようなスクラッチ隠蔽層が施された印刷物として、例えば図５の積層断面で表した
模式図に示すように、用紙などでなる基材（１０）の上に絵柄、文字、数字などの機密情
報データ（１２）が印刷されていて、その機密情報データ（１２）を覆うように透明な剥
離ニスなどでなる易剥離層（１４）が形成され、その易剥離層（１４）の上にスクラッチ
隠蔽層（２０）が施されているものであり、このスクラッチ印刷物を購入した顧客がコイ
ンや爪等でスクラッチ隠蔽層（２０）をスクラッチオフ（引っ掻き落とすこと）して、「
当たり」、「外れ」など、あるいはそれに該当する絵柄などの機密情報データ（１２）を
目視で認識できるようになっている。
【０００４】
しかしながら、例えば基材（１０）が比較的薄い用紙の場合などでは、この印刷物に強い
光を当てて、その反対面から透かして見ると、機密情報データ（１２）の陰影が透けて見
えて機密情報データとならず、セキュリティに欠けるという問題点があった。
【０００５】
この問題を解決する方法として、例えば図６の模式的積層断面図に示すように、基材（１
０）の裏面にグレー系のインキによる印刷等で透かし防止層（２４）を設けたり、あるい
はスクラッチ隠蔽層（２０）を２度刷り等で厚くするなどの方法で補っていた。あるいは
基材（１０）が高価になったり、印刷やその加工等がし難い（生産効率が悪くなる）こと
を承知のうえで厚い紙を使用してこの透けて見える問題を解決していた。
【０００６】
このように強い光を当てても機密情報データ（１２）の陰影が透けて見えないようにする
ための上記いずれの対策においても、基材（１０）、インキ等の材料や印刷等の工程が増
えるという問題、いわゆる製造コストが嵩むという問題点があった。
【０００７】
また、最表面のスクラッチ隠蔽層（２０）は、機密情報データ（１２）を隠蔽する役目で
あるため、シルバーあるいはグレイ系統の不透明な全ベタ（印刷用語で、印刷面に濃淡の
差や白く抜けた部分がなく、印刷インキで完全に覆われている部分）で、厚さ４～１０μ
ｍ程度に形成し、その形成にスクリーン印刷法が用いられるのが一般的で、そのインキと
して、例えばアルミニウム粉１５～２５重量部、アルミナ白等体質顔料を含めた着色顔料
１５～２５重量部、凝集破壊（団塊）性のあるＳＢＲ、ＮＢＲ等合成ゴム系樹脂１５～２
５重量部、さらにこれらにトルエンやキシレン、メチルイソブチルケトン等芳香族炭化水
素系溶剤３５～４５重量部と消泡剤等助剤５～１５重量部を加えてスクリーン印刷用イン
キとするものである。このように厚さが４～１０μｍ程度と厚く、かつ遅乾性のスクリー
ン用のスクラッチインキでは、生産性に劣り、特に他の画像等をを印刷するオフセット印
刷機でのインライン加工としては不適なもので、別ラインで形成せざるを得なかった。
【０００８】
さらにまた、易剥離層（１４）は、例えばポリウレタンアクリル樹脂、ポリアミド樹脂、
ニトロセルロース樹脂に添加剤としてシリコンやワックス（ポリエチレンワックス等）を
５重量％以下添加したインキを用いてスクリーン印刷法、グラビア印刷法あるいはアニロ
ックスローラを介して印刷するフレキソ印刷法等で印刷されて得られているが、上記スク
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ラッチ隠蔽層（２０）の場合と同様に乾燥性の面から生産性に劣り、特にオフセット印刷
機でのインライン加工、願わくはオフセット印刷機の１ユニットを使用して生産性を上げ
たいという要望を満たすことは困難なものであった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、かかる従来技術の問題点と要望点を解決するものであり、その課題とするとこ
ろは、強い光を与えてもその反対面からは機密情報データの陰影が視認し得なく、セキュ
リティ面に優れるスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法で、従来のように透かし防止層
を施したり、スクラッチ隠蔽層を２度刷りなどをしたり、あるいは高価で印刷や加工等が
し難い厚い紙を用いたりして製造コストが嵩むという問題点がなく、さらにまた最表面の
スクラッチ隠蔽層と易剥離層の形成をオフセット印刷機でのインライン加工を容易にする
スクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明に於いて上記課題を達成するために、まず請求項１の発明では、基材上の機密情
報データをスクラッチ隠蔽層で隠蔽するスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法であって
、前記基材上に画線部と非画線部でなる易剥離層を形成し、該画線部上と非画線部に相当
する基材上にスクラッチ隠蔽層を施し、スクラッチオフで掻き落とされない前記基材上の
スクラッチ隠蔽層を機密情報データと

ることを特徴とするスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法としたものである。
【００１１】
　上記請求項１の発明によれば、前記機密情報データを、易剥離層の非画線部に相当する
基材上に形成し、最表面のスクラッチ隠蔽層と一体としたので、この機密情報データの部
分は、強い光を与えて反対面から透かしてみても、機密情報データとして視認し難いもの
となり、かつ隠蔽のためのスクラッチ隠蔽層を従来ほど厚くする必要がなく、その結果と
して従来の裏面への透かし防止層の形成やスクラッチ隠蔽層の２度刷り等でなるスクラッ
チ隠蔽層付情報媒体の製造方法に比べ、コストの低減となる。

られる

【００１４】
また、従来のＳＢＲ、ＮＢＲ等合成ゴム系樹脂をバインダーとした遅乾性のスクラッチイ
ンキを上記発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体を構成するスクラッチ隠蔽層として使用す
ると、例えば図７（ａ）の平面図およびそのＢ－Ｂ面断面を表した図７（ｂ）の左半分の
模式図に示すように、易剥離層（１４）の非画線部（１４ｂ）上のスクラッチ印刷インキ
は、乾燥が遅いため乾燥前にレベリングして沈み、易剥離層（１４）とその非画線部（１
４ｂ）との境界が段差（２０ｂ）となって現れ、それが機密情報データ（１２）として認
識されるようになるのでセキュリティ面から好ましくないものとなり、さらに図７（ａ）
および図７（ｂ）の右半分に示すように、コイン等でこのスクラッチ隠蔽層（２０）をス
クラッチオフすると、易剥離層（１４）の非画線部（１４ｂ）での基材（１０）上のスク
ラッチ隠蔽層（２０ａ）が密着性（接着性）に欠けるのでこの部分が掻き落とされ易くな
り（図面ではその一部が掻き落とされている）、機密情報データ（１２）として認識でき
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し、前記スクラッチ隠蔽層の形成は、少なくともス
チレンアクリル系樹脂および／またはウレタン系樹脂を、隠蔽性とスクラッチ性を付与す
るためのアルミニウムペーストと着色顔料のバインダーとし、これらを水と低級アルコー
ルに分散させた印刷インキを用いて、グラビア印刷方式、樹脂凸版の凸部のインキを転移
するロールコート方式もしくはアニロックスロールを介して印刷するフレキソ印刷方式で
成され

さらに、前記スクラッチ隠
層の形成を、少なくともスチレンアクリル系樹脂および／またはウレタン系樹脂を、隠蔽
性とスクラッチ性を付与するためのアルミニウムペーストと着色顔料のバインダーとし、
これらを水と低級アルコールに分散させた印刷インキを用いて、グラビア印刷方式、樹脂
凸版の凸部のインキを転移するロールコート方式もしくはアニロックスロールを介して印
刷するフレキソ印刷方式で得 ことによって、比較的薄く、乾燥の速いスクラッチ隠
蔽層とするので、オフセット印刷機でのインライン化を可能にするスクラッチ隠蔽層付情
報媒体の製造方法である。



なくなり、機密情報データ（１２）の正確さに欠けるようになるので好ましくないものと
なる。
【００１５】
以上のように上記密着（接着性）と速乾性のあるスクラッチ印刷インキを用いて印刷する
スクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法とすることによって、オフセット印刷機でのイン
ライン化を可能にし、かつセキュリティ面に優れ、スクラッチオフで正確な機密情報デー
タが得られるものとなる。
【００１６】
　さらにまた、請求項 の発明では、前記易剥離層の形成は、オフセットインキのビヒク
ルに滑剤を添加した剥離ニスを用いて、オフセット印刷方式で成されることを特徴とする
請求項 載のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法としたものである。
【００１７】
　上記請求項 の発明によれば、易剥離層の形成を、オフセット用の剥離ニスで行うこと
によって、他の情報を印刷するオフセット印刷機でのインライン加工、さらにはオフセッ
ト印刷機の１ユニットを使用して生産性を上げることを可能にするスクラッチ隠蔽層付情
報媒体の製造方法とすることができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施の形態を図面を用いながら説明する。
本発明は、図１（ａ）の積層断面で表した模式図に示すように、機密情報データ（１２）
をスクラッチ隠蔽層（２０）で隠蔽してあるスクラッチ隠蔽層付情報媒体（１）の製造方
法に関するものであり、さらに詳しくは、例えば図１（ｂ）の平面図および図１（ｃ）の
側断面図（図１（ｂ）のＢ－Ｂ面断面図）に示すように、このスクラッチ隠蔽層付情報媒
体（１）を購入した顧客がコイン等でこのスクラッチ隠蔽層（２０）をスクラッチオフ（
掻き落とし）して機密情報データ（１２）を認識するようになっているスクラッチ隠蔽層
付情報媒体（１）の製造方法に関するものである。
【００１９】
上記本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体（１）の製造方法は、まず図１（ａ）の積層断
面模式図に示すように、例えば紙などでなる基材（１０）の表面に、非画線部（１４ｂ）
を有する易剥離層（１４）を形成し、その上即ち易剥離層（１４）の上とその非画線部（
１４ｂ）に相当する基材（１０）の上にスクラッチ隠蔽層（２０）を形成せしめる方法で
ある。
【００２０】
また、本発明では、上記図１（ａ）に示すスクラッチ隠蔽層（２０）の形成に、スチレン
アクリル系樹脂および／またはウレタン系樹脂をバインダーとするスクラッチ印刷インキ
を用いて、例えば図２の側面概略図に示すように、インキパン（３０）中のスクラッチ印
刷インキ（５０）をファンテンローラ（３１）を介して版胴（３２）に巻着された樹脂凸
版の凸部（４０）に転移し、さらにこの樹脂凸版の凸部（４０）に転移されたスクラッチ
印刷インキを、版胴（３２）と圧胴（３３）の間を走行する紙などでなる基材（１０）に
転写するロールコーター（１００）を用いてスクラッチ隠蔽層付情報媒体とするその製造
方法とするものである。この樹脂凸版の凸部（４０）表面に、線密度３００線／インチで
、網点面積２０％程度のセルを刻設してこのスクラッチ印刷インキを多く転写させスクラ
ッチ隠蔽層（２０）の厚さを調整（厚く）することもできる。
【００２１】
上記スクラッチ隠蔽層（２０）の形成に、グラビア印刷方式あるいは図４の側面概略図に
示すように、例えばチャンバー（３５）内のスクラッチ印刷インキ（５０）がアニロック
スロール（３４）を介して版胴（３２）に巻着されているフレキソ版（４２）に転移され
、さらに走行する基材（１０）に転写されるようになっているチャンバードクター方式フ
レキソ印刷機（２００）による方法とすることもできる。
【００２２】
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さらにまた、本発明では、上記図１（ａ）に示す易剥離層（１４）の形成に、例えば紫外
線硬化型オフセットインキのビヒクルにシリコンを数％添加した剥離ニスを用いて、図３
の側面概略図に示すように、例えば５つのユニット（５１、５２、５３、５４、５５）で
なるオフセット枚葉５色印刷機（３００）の第５ユニット（５５）で易剥離層を形成し、
次の紫外線照射装置（５６）で乾燥、硬化せしめるスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方
法とするものである。
【００２３】
以上のようにスクラッチ隠蔽層（２０）と易剥離層（１４）の形成材料と形成方法によれ
ば、図３に示すように、例えばオフセット枚葉５色印刷機（３００）の第１ユニット（５
１）から第４ユニット（５４）までで基材（１０）上に４色の絵柄や文字等が印刷され、
第５ユニット（５５）で易剥離層を形成し、次の紫外線照射装置（５６）でこれを乾燥、
硬化させ、続いてこの易剥離層とこの非画線部にロールコーター（１００）でスクラッチ
隠蔽層を形成し、これを熱風乾燥装置（１１０）で乾燥させてスクラッチ隠蔽層付情報媒
体とするもので、オフセット印刷機でのインライン加工を可能にしたスクラッチ隠蔽層付
情報媒体の製造方法とすることができる。
【００２４】
以上のようにして得られたスクラッチ隠蔽層付情報媒体（１）を、例えば購入した顧客が
、その使用に際し、図１（ｂ）およびこのＢ－Ｂ断面を表す図１（ｃ）の断面図に示すよ
うに、例えばその右半分をコインでスクラッチオフすると、易剥離層（１４）上のスクラ
ッチ隠蔽層（２０）が掻き落とされ、非画線部（１４ｂ）に相当する基材（１０）上のス
クラッチ隠蔽層（２０ａ）はしっかり密着しているので掻き落とされずに残って、「Ｏ」
の字を形成し、この部分が機密情報データ（１２）として認識されるようになっているス
クラッチ隠蔽層付情報媒体（１）である。
【００２５】
上記のように、本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体（１）の製造方法によれば、図１（
ｂ）の左半分に示すように、例えば機密情報データ（１２）を、易剥離層（１４）の非画
線部（１４ｂ）に形成し、最表面のスクラッチ隠蔽層（２０）と一体となっているスクラ
ッチ隠蔽層のパターン（Ｔの字）としたので、このパターン（Ｔの字）の部分は、薄い基
材の場合でも強い光を与えて透かしてみても、機密情報データ（１２）として不正に視認
し難いものとなり、その結果として従来のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造に比べ、コ
スト低減となるものである。
【００２６】
以下に本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体（１）の製造方法に係わる各層の材料等につ
いて具体的に説明する。
まず基材（１）としては、例えばインスタント抽選券やゲームカードなどでは、アート紙
、コート紙あるいは上質紙などの洋紙やコートボール、コートマニラ、両面カードなどの
板紙、あるいは特殊証券用紙などが挙げられ、また有価証券としてのスクラッチカードな
どでは、白色ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）、白色塩ビ（ポリ塩化ビニル）シー
トなどが挙げられ、適宜用途等に応じて選定される。
【００２７】
また、スクラッチ隠蔽層付情報媒体（１）を構成する易剥離層（１４）としては、オフセ
ットインキのビヒクル（印刷インキの着色顔料と添加剤を除いた成分）に滑材（シリコン
やポリエチレンワックス等）を５重量％程度添加した剥離ニスが用いられ、さらに具体的
には、例えば樹脂として２０～３０重量％のロジン変性フェノール樹脂、アルキッド樹脂
等、植物油として１０～２０重量％の大豆油、亜麻仁油、桐油等、溶剤として２５～３５
重量％の鉱物油、ナフテン、パラフィン等でなるオフセット油性枚葉インキのビヒクルに
、上記シリコンやポリエチレンワックス等を添加し、さらに添加剤として５～１０重量％
のナフテン酸コバルト等でなるドライヤー、酸化抑制剤、裏移り防止剤などで構成される
オフセット油性タイプの剥離ニスが挙げられ、また、上記事例のように、例えば光重合性
素材として３０～９０重量％のポリオール、ポリエステル、ウレタン、エポキシの各アク
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リル酸エステル、改質用樹脂として１０～４０重量％のケトン樹脂、石油樹脂、アルキッ
ド樹脂等でなる紫外線硬化型オフセット枚葉インキのビヒクルに、上記シリコンやポリエ
チレンワックス等を添加し、さらに添加剤として５～１０重量％のベンゾフェノン、ベン
ジル、ジメチルアミンベンゾフェノン等でなる光重合開始剤、さらにハイドロキノン等熱
重合禁止剤等添加剤などで構成される紫外線硬化型のオフセット用の剥離ニスが挙げられ
、乾燥が速い等の点からこのスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造には好適な易剥離層用の
インキ（ニス）である。
【００２８】
また、上記スクラッチ隠蔽層付情報媒体（１）を構成するスクラッチ隠蔽層（２０）のス
クラッチ印刷インキとしては、スチレンアクリル系樹脂および／またはウレタン系樹脂を
バインダーとする下記組成のスクラッチ用印刷インキが挙げられ、易剥離層（１４）上と
その非画線部（１４ａ）即ち基材（１０）上に厚さ４～１０μｍ程度に形成される。
【００２９】
上記のスクラッチ印刷インキの組成は、例えば隠蔽性とスクラッチ性を付与するためのア
ルミニウムペースト（アルミニウム微粉末を脂肪酸等で表面処理し、沸点の高いミネラル
スピリットなどでペースト状としたもの）と着色顔料が２０～４５重量部、バインダーと
してのポリウレタン系合成樹脂あるいはスチレン／アクリル系共重合樹脂、またはポリウ
レタン系合成樹脂とスチレン／アクリル系共重合樹脂の混合体２５～５０重量部、消泡剤
等助剤１～１０重量部を、１０～３５重量部の水と５重量部未満のイソプロピルアルコー
ル等低級アルコールに分散させたものが挙げられ、基材（１０）への密着性（接着性）を
充分に備えたスクラッチ用印刷インキとすることができる。
【００３０】
これに対し、従来のスクラッチ用印刷インキの組成は、例えば隠蔽性を付与するためのア
ルミニウム粉１５～２５重量部、アルミナ白等体質顔料を含めた着色顔料１５～２５重量
部、凝集破壊（団塊）性のあるＳＢＲ、ＮＢＲ等合成ゴム系樹脂１５～２５重量部、さら
にこれらにトルエンやキシレン、メチルイソブチルケトン等芳香族炭化水素系溶剤３５～
４５重量部と消泡剤等助剤５～１５重量部を加えてスクリーン印刷用インキやグラビア印
刷用インキあるいはフレキソ印刷用インキとし、隠蔽性と凝集破壊性を備えたスクラッチ
用印刷インキとするもので、このインキを図１（ａ）に示すスクラッチ隠蔽層付情報媒体
（１）のスクラッチ隠蔽層（２０）として用いると、易剥離層（１４）の非画線部（１４
ｂ）である基材（１０）面での密着性（接着性）に欠け、例えば図７（ａ）の正面図およ
びそのＢ－Ｂ面断面を表す図７（ｂ）の右半分に示すように、コイン等でスクラッチオフ
すると基材（１０）面からスクラッチ隠蔽層（２０ａ）の一部が掻きとられ、一部が欠け
た状態の「Ｏ」の字となり、機密情報データ（１２）として認識できないものとなる危惧
のあるものであった。
【００３１】
また、上記従来のスクラッチ用印刷インキは、前述の組成のように、溶剤としてトルエン
やキシレン等を使用していて、消防法や有機溶剤中毒予防規則（労働安全衛生法）の遵守
の面から多くのコスト的負荷があるので、オフセット印刷機でのインライン化としては不
適であり、本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法で使用するスチレンアクリル
系樹脂および／またはウレタン系樹脂をバインダーとし、水と少量のイソプロピルアルコ
ールに分散させてエマルジョンとしたスクラッチ用印刷インキは、この消防法や有機則の
遵守の面からも好適なものである。
【００３２】
【発明の効果】
本発明は以上の構成であるから、下記に示す如き効果がある。
即ち、基材上の機密情報データをスクラッチ隠蔽層で隠蔽するスクラッチ隠蔽層付情報媒
体の製造方法において、前記基材上に画線部と非画線部でなる易剥離層を形成し、該画線
部上と非画線部に相当する基材上にスクラッチ隠蔽層を施し、スクラッチオフで掻き落と
されない前記基材上のスクラッチ隠蔽層を機密情報データとするスクラッチ隠蔽層付情報
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媒体の製造方法としたもので、このように、前記機密情報データを、易剥離層の非画線部
に相当する基材上に形成し、最表面のスクラッチ隠蔽層と一体としたので、この機密情報
データの部分は、強い光を与えて反対面から透かしてみても、機密情報データとして視認
し難いものとなり、その結果として従来の裏面への透かし防止層の形成やスクラッチ隠蔽
層の２度刷り等でなるスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法に比べ、コストの低減とな
る効果がある。
【００３３】
また、前記スクラッチ隠蔽層の形成を、スチレンアクリル系樹脂および／またはウレタン
系樹脂をバインダーとして密着性と速乾性のあるスクラッチ印刷インキを用いて、グラビ
ア印刷方式、樹脂凸版を用いたロールコート方式もしくはフレキソ印刷方式で得ることに
よって、比較的薄く、乾燥の速いスクラッチ隠蔽層とするので、オフセット印刷機でのイ
ンライン化を可能にするスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法とすることができる。
【００３４】
さらにまた、前記易剥離層の形成を、オフセット用の剥離ニスで行うことによって、他の
情報を印刷するオフセット印刷機でのインライン加工、さらにはオフセット印刷機の１ユ
ニットを使用して生産性を上げることを可能にするスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方
法とすることができる。
【００３５】
従って本発明は、抽選券やゲームカード等の如く機密情報データをスクラッチ隠蔽層で隠
蔽してあるスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法であって、特に、セキュリティ面と生
産性の向上の面で有効なスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法として、優れた実用上の
効果を発揮する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法の一実施の形態を説明するもの
で、
（ａ）は、その製造方法で得られるスクラッチ隠蔽層付情報媒体の積層断面で表した模式
図であり、
（ｂ）は、その右半分がスクラッチオフされた平面図であり、
（ｃ）は、（ｂ）のＢ－Ｂ面断面図である。
【図２】本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法のうちのスクラッチ隠蔽層の形
成の一事例を側面で表した説明図である。
【図３】本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法の一事例を側面で表した概略図
である。
【図４】本発明のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の製造方法のうちのスクラッチ隠蔽層の形
成の他の一事例を側面で表した説明図である。
【図５】従来のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の一事例の形態を側断面で表した説明図であ
る。
【図６】従来のスクラッチ隠蔽層付情報媒体の他の一事例の形態を側断面で表した説明図
である。
【図７】本発明に係わるスクラッチ隠蔽層付情報媒体に従来のスクラッチ隠蔽層を用いた
場合の一事例を説明するもので、
（ａ）は、その右半分がスクラッチオフされた平面図であり、
（ｂ）は、（ａ）のＢ－Ｂ面の断面図である。
【符号の説明】
１‥‥スクラッチ隠蔽層付情報媒体
１０‥‥基材
１２‥‥機密情報データ
１４‥‥易剥離層
１４ｂ‥‥易剥離層の非画線部
２０‥‥万線状のスクラッチ隠蔽層
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２０ａ‥‥易剥離層の非画線部に入り込んだスクラッチ隠蔽層
２０ｂ‥‥スクラッチ隠蔽層の段差
２４‥‥透かし防止層
３０‥‥インキパン
３１‥‥ファンテンローラ
３２‥‥版胴
３３‥‥圧胴
３５‥‥チャンバー
３６‥‥ドクター
４０‥‥樹脂凸版の凸部
４２‥‥フレキソ版
５０‥‥スクラッチ用印刷インキ
５１‥‥第１ユニット
５２‥‥第２ユニット
５３‥‥第３ユニット
５４‥‥第４ユニット
５５‥‥第５ユニット
５６‥‥紫外線照射装置
１００‥‥ロールコーター
１１０‥‥熱風乾燥装置
２００‥‥チャンバードクター方式フレキソ印刷機
３００‥‥オフセット枚葉５色印刷機
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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